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第
２
回
真
岡
市
議
会
臨
時
会
を
５
月

13
日
に
開
催
し
、
市
議
会
議
員
改
選
に

伴
う
、
正
副
議
長
の
選
挙
を
行
い
、
議

長
に
海
老
原
宏
至
議
員
、
副
議
長
に
星

野
守
議
員
を
選
出
し
ま
し
た
。
続
い

て
、
常
任
委
員
会
委
員
、
議
会
運
営
委

員
会
委
員
の
選
任
、
各
種
委
員
の
選

挙
、
推
薦
を
行
い
、
各
議
員
の
所
属
が

決
定
し
ま
し
た
。

　
そ
の
後
、
市
長
か
ら
提
出
さ
れ
た
議

案
第
40
号
か
ら
議
案
第
43
号
ま
で
の
４

議
案
を
原
案
の
と
お
り
承
認
及
び
可
決

し
た
の
ち
、
議
員
の
う
ち
か
ら
選
任
す

る
監
査
委
員
と
し
て
七
海
朱
美
議
員
を

選
任
す
る
議
案
第
44
号
を
原
案
の
と
お

り
同
意
し
、
閉
会
し
ま
し
た
。

議
案
の
審
議
結
果

議
案
第
40
号　
市
長
の
専
決
処
分
事
項

の
承
認
に
つ
い
て�

賛
成
多
数

議
案
第
41
号　
真
岡
市
情
報
公
開
条
例

の
一
部
改
正
に
つ
い
て�

全
会
一
致

議
案
第
42
号　
土
地
の
取
得
に
つ
い
て

�
全
会
一
致

議
案
第
43
号　
平
成
27
年
度
真
岡
市
イ

ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
周
辺
開
発
事
業
特
別

会
計
補
正
予
算
（
第
１
号
）

�

全
会
一
致

議
案
第
44
号　
議
員
の
う
ち
か
ら
選
任

す
る
監
査
委
員
の
選
任
に
つ
き
同
意
を

求
め
る
こ
と
つ
い
て�

賛
成
多
数

報
告
第
２
号　
議
会
の
委
任
に
よ
る
専

決
処
分
事
項
の
報
告
に
つ
い
て

報　
告

賛　
　
成

反　
　
対

１　
服
部
正
一
郎

２　
櫛
毛　
隆
行

３　
日
下
田
喜
義

４　
鶴
見　
和
弘

５　
池
上　
正
美

６　
渡
邉　
　
隆

７　
久
保
田　
武

８　
大
瀧　
和
弘

９　
藤
田　
勝
美

10　
栁
田　
尚
宏

11　
海
老
原
宏
至

12　
七
海　
朱
美

13　
柴　
　
　
惠

14　
星
野　
　
守

15　
野
沢　
　
達

16　
春
山　
則
子

17　
木
村　
寿
雄

18　
中
村　
和
彦

19　
荒
川　
洋
子

20　
飯
塚　
　
正

21　
布
施　
　
實
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海老原宏至（無所属）
昭和19年2月25日
沖421番地1
農業

星野　　守（無所属）
昭和31年9月5日
沖825番地
酪農業

　
こ
の
た
び
の
市
議
会
臨
時
会
に
お
き

ま
し
て
、
議
員
の
皆
様
か
ら
、
第
61
代

議
長
に
ご
推
挙
い
た
だ
き
、
そ
の
責
任

の
重
さ
に
身
が
引
き
締
ま
る
思
い
で
あ

り
ま
す
。

　
議
長
の
職
務
を
遂
行
し
、
市
政
の
推

進
と
言
論
の
府
と
し
て
の
議
会
の
公
正

な
運
営
、
政
策
立
案
に
取
り
組
む
所
存

で
あ
り
ま
す
。

　
本
市
に
お
い
て
新
庁
舎
建
設
、
総
合

運
動
公
園
の
整
備
、
芳
賀
赤
十
字
病
院

移
転
計
画
、
人
口
減
少
対
策
等
、
様
々

な
課
題
が
山
積
し
て
お
り
、
議
会
の
責

任
が
こ
れ
ま
で
以
上
に
求
め
ら
れ
る
中

で
、「
市
民
に
信
頼
さ
れ
る
議
会
、
開

か
れ
た
議
会
づ
く
り
」
に
努
め
る
と
と

も
に
、
誇
れ
る
ふ
る
さ
と
、
真
岡
の
未

来
図
を
描
い
て
、「
日
本
一
安
心
な
ま

ち
」
の
実
現
を
推
進
し
ま
す
。

　
今
後
と
も
市
民
の
皆
様
方
に
は
ご
指

導
、
ご
協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
し

て
、
就
任
の
ご
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

　
こ
の
た
び
の
市
議
会
臨
時
会
に
お
き

ま
し
て
、
議
員
各
位
か
ら
副
議
長
の
ご

推
挙
を
賜
り
ま
し
て
、
そ
の
責
任
の
重
さ

に
身
が
引
き
締
ま
る
思
い
で
あ
り
ま
す
。

　

今
後
は
、
副
議
長
の
職
務
を
遂
行

し
、
議
長
の
補
佐
役
と
し
て
、
市
政
の

推
進
と
議
会
の
公
正
か
つ
円
滑
な
運
営

に
誠
実
に
努
め
て
ま
い
る
所
存
で
あ
り

ま
す
。

　
現
在
、
地
方
は
多
く
の
課
題
を
抱
え

て
お
り
、本
市
も
例
外
で
は
な
い
た
め
、

地
方
創
生
を
見
据
え
て
、
独
創
的
な
思

考
と
行
動
力
が
試
さ
れ
る
と
き
で
あ
り

ま
す
。

　
市
民
の
負
託
に
応
え
る
べ
く
、
市
民

目
線
で
「
日
本
一
安
心
な
ま
ち
」、「
選

ば
れ
る
ま
ち
真
岡
市
」
の
実
現
を
目
指

し
、
鋭
意
努
力
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
今
後
と
も
市
民
の
皆
様
に
は
、
ご
指

導
、
ご
協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
し

て
、
副
議
長
就
任
の
ご
挨
拶
と
い
た
し

ま
す
。

第
２
回　
臨
時
会
の

　
　
　
　
　
　
　
あ
ら
ま
し

議
長
就
任
あ
い
さ
つ

副
議
長
就
任
あ
い
さ
つ


